
くるみに対する固形肥料の肥効試験

町田博・小林幸右エ門

山地に締しだくるみの幼木に対する固形肥料の肥効をみるために，昭和35年に始めらnk

継続試験である。

試験地　　小県郡東部町和区　　大童総合農場

試験地　　次のような3区呂連制で，総面積6ユ。Oαである。

プロ　ツ　ク 無肥料区 標準施肥区 倍量施肥区 計 反当本数

面　　積 ワ．5α 5．O 7．5 20¢
1 植付距離 窪．5蹴X4。5”2 感．5”z×些．5撫 些．5物×些。57η

植付本数 2ワ ユ8 2ワ ワ2 36
面　　積 7。5　圃 7．o ユユ．δ 欝6¢

皿 植付距離 5．く』×5。く』 5．蔓×5．冬 5．｛』×δ．蕉

植付本数 £在 芝…懲 呂6 8岳 3鈷

面　　積 5．0 5．O 5．o ユ5α
皿 植付距離 鮎．5　×4，．5 ｛』．5×〈』．5 く』5×会．5

植付本数 ユ8 ユ声 5魚 36

計
面　　積 30α ユ7α 2弦α 6ユα

’本　　数 69本 60本 8ユ本 2ユo本 3窪
闘

1ヅ恥クはラジ〃t・・一バー，オーチャードグラxの灘緯生岬目，皿班プ・。〃はオーチ

ャードグラスの草生ユ年目の圃場で，何れも幼木の周囲半径エ勉位は無草にしだ。

施肥肥椒㊥崩粒姻形鵬（・一・。，耽噛・，・一一R）で，そ噺定量鵬

　　　　の周囲に撒布施肥した。

?{当施肥量
域　分　量

区

N　　　馬05　　K20
反当施肥量

無　　肥　　区

W準施肥区
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生月上旬発芽前に暮肥として施肥するだけで，追肥はしない。
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成績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

本生育期間甲に生じだ新梢数とそれらの伸長量を調査した結果が次表である。櫃付在年目を迎

　えて各幼木とも枝数が増えて蓉たので，本年は調査樹数を各ブロックユ0本としft。

　　　　　　　　　　　　　くるみ幼木の新檎伸長最

一樹当 一樹当 新梢江本当 」全

区　名 調査樹数
新梢総伸長載冑 新梢数 伸長量α 指　数

1　ブロ　ッ　ク

無施肥区 ⊥o 在ユ8．9 2お．「γ ユ8．Q 工OO

標準施肥区 ユo “55．8 ユ9．8 23．8 ユ32

倍量施肥区 ユo 26ユ．8 工張．0 ユ9．6 工09

∬　ブロ　ック

無施肥区 ：LO イ』50．5 詔3．ユ ユ9．鶏 ユ00

標準施肥区 ユo 凸85．o 2｛3、o 2ユ．を ユユユ

倍蟄　肥区 ユQ 桜97。0 2£。6 2ユ．9 ユユ岳

皿　プロ　ツ　ク

無施肥区 ユO 2「7ユ．9 工9．ワ ユ呂．3 ユoo

標準施肥区 ユo 272｝．6 ユ径．0 20．呂 ユ53

倍蟄施肥区 工0 岳68。2 2ユ．6 2工．8 ユ6窪

平　　　　　均

無施肥区 ユo 呂73．8 2ユ．5 ユ6．8 ユoo

標準施肥区 ユ0 蔓o蔓．5 ユ8．9 3工．8 ユ132

倍量施肥区 ユQ 4』09．L n ユ9，昏 2ユ．ユ ユ29

前年’までは植付当時の植傷みや苗の素質の絹違等で，生長に均衡をか建，新梢伸長蟄に一定の

傾向がみられなか弓たが，本年の成績では各プロッ9とも，施肥の効果がみられる。

　発現新梢数の多少はクルミシンクイムシの被害に影響されることが著しく，本年は害虫の被

害が薯しかった。
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